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(
H
U
沖
)
、
労
災
・

'M

波
誠
謀
略
部
品
げ
(
4
-
4
W均
〉
、
そ
の
他

1
1
4
件
(
5
-
9
W淘
)
と
な
っ
て
い
ま

すの
病
気
や
ケ
ポ
抑
制
脱
皮
判
明
で
は
、
中
簿

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
固
時
郎
部
…
年
間
闘
に
救
急
車
が
出
動
し
た
症
が
6
8
2
入
(
剖
・

6

%
ぺ
軽
症
7

こ
れ
ら
の
火
災
的
援
隣
は
、
ニ
ん
ろ
件
数
は
、

1
9
3
3
件
で
1
9
3
6
人

7
5
人
(MWM拘
吋
議
篠
2
4
0
λ

〈問

(
天
よ
ら
捕
鱗
に
よ
る
も
の
て
ス
ト
i

を
議
後
な
ど
に
搬
滋
し
ま
し
た
m

内

訳

・

4
%
)
、
泌
亡
詩
人
t
d
w
m
)
的
傾
で
す

ブ
、
鉄
火
(
疑
い
も
会
む
)
が
そ
れ
ぞ
れ
は
、
急
病
l
O
7
0件
(
町
田
・

3
%
ぺ
が
、
応
急
措
絞
め
方
法
を
身
に
つ
け
て

れ
的
行
勺
γ

一一
一

U
!
日
目
、
品
訪
日
か
ら
ア
日
ま
で
審
の
金
問
火
災
予
防
運
動

M
件
と
な
っ
て
い
ま
す

P

脇

立

大

災

経

連

B
9
1
J
i
B
E基
調

3
1
8
ヨS
互
富
論

h
f
S
E
E』
E
5

2
3議
会
件
護
軍
一
宮
内

4
一棚田一覧器諒一一一一一一一語誌記

闘
と
し
て
、
こ
ん
ろ
や
ス
ト
ー
ブ
室

4

1

1

」

t
f
l
i
l
l
i
t
-
-
L
E
E
Z
Z
I
l
i
-
-
L
Z
j
、

り
後
い
不
談
窓
が
あ
げ
ら
れ
、
ら
ょ
っ
寸
お
と
な
り
に
あ
げ
る
安
心
史
的
始
躍
躍
し
鞠
を
続
編
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
さ
い
。

と
し
た
然
的
緩
み
が
火
災
総
生
に
つ
な
来
い
と
「
紡
ご
う
な
〈
帝
?
の
り
も
の
ト
や
繰
り
広
げ
ま
す
。
ご
惜
思
議
で
お
気

v
a時
3
月
4
u
u
{
日
)
午
郎
日
時
か

が
っ
て
い
ま
す
m

火
災
」
を
ス
?
?
?
宅
が
ン
に
、
今
日
か
ら
軽
に
設
〈
的
饗
・
所
へ
お
で
か
け
く
だ
ら
午
後
3
時
(
雨
天
内
務
会
は
口
尽
)

山
閣
肋
間
綱
相
で
は
、
天
川
市
ら
捕
に
よ
る
火

7
m
m
〈
本
)
ま
で
の
1
泌

総

審

の

卒

中

一

間

関

火

マ

問

い

合

わ

せ

然

防

災
の
恐
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
‘
災
予
防
選
終
が
実
績
さ
れ
ま
す
ω

本
開
耐
器
{
山
側
}
0
1
1
9

ヌ
ぷ
ら
油
火
災
実
験
を
義
務
治
会
な
ど
摘
紡
組
制
で
は
ニ
的
問
期
間
附
に
、
設
地
に

同
需
浅
し
れ
rx純
情
輔
の
撲
滅
、
品
制
機
4
4
人
宅

や
共
闘
間
住
宅
め
叫
間
六
点
検
‘
紡
災
認
練

の
築
総
.
移
動
タ
ン
ク
貯
減
税
没
び
パ

ス
待
旅
客
車
両
丹
波
入
潮
岬
査
を
実
施
し

ま
す
。

消
践
署
を
開
放

昨
年
駄
の
火
災
予
紡
滋
動
で
好
都
絞

っ
た
議
時
間
畿
の
間
開
放
在
、
今
年
も
行
い

ま
す
。
今
回
は
、
昨
年
に
比
べ
殺
に
山
内

務
を
光
爽
さ
せ
、
各
線
・
紛
が
独
自
に

市
灘
務
事
酬
掛
か
も
浮
成
元
年
の
火
災
絞
殺
年
報
ガ
臨
時
殺
事
れ
輩
し
定
。
こ
れ

巴
よ
る
と
、
昨
昨
年
市
内
で
発
仲
揮
し
だ
火
災
障
叩
柑
仲
け
で
す
が
、
揖
蜘
樹
悶
酬
は
約

9
8

4
0万
m
円
と
合
曹
で
由
蚤
高
額
幸
町
酪
雌
慨
し
草
し
た
。

9
6か
ら
可
響
白
金
総
火

災
予
防
端
組
鈴
h
大
開
凶
器
酎
問
機
後
火
災
で
畏
わ
就
い
よ
う
、
家
同
織
で
も
防
火
へ
由

寵
農
を
緩
め
献
し
よ
う
.
醐
問
い
合
わ
甘
い
醐
持
時
師
事
制
惜
〈
掛
〉

0
1守内
M

a

武

昨
革
、
中
市
内
で
免
税
し
た
火
災
は
持

件
、
約
9
8
4
0
万
m
門
が
灰
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
昭
和
的
年
と
え
べ
る

と
、
火
災
然
悠
件
数
で
は
8
係
機
っ
て

い
ら
も
の
の
、
銀
惑
蛸
酬
は
8
1
4
0
万

円
も
砧
唱
え
て
お
り
、
消
時
間
議
関
数
以
来

的
綾
高
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
灯
、

幸
い
な
こ
と
位
火
災
に
よ
る
絞
翁
は
、

3建

之vt 調

今

年

か

る

舗

の

疋
串
皆
、
か
轟
饗
で
す

浪
費
税
の
畿
税
務
葉
忠
告
へ
注
審
議
}
に
万
mnを
越
え
る
事
裁
脅
か
な
お
‘
務

該
当
す
る
綴
人
事
業
者
的
ガ
は
、

4
月
和
問
梓
中
的
課
税
売
上
滅
的
役
算
が

2
日
(
関
口
)
ま
?
に
、
平
成
一
高
年
分
的
関
畿
な
判
明
会
い
い
は
、
昭
和
um
年

1
n

寸
減
措
視
総
縫
緩
事
告
寄
L

を
捻
出
し
て
い

1
Uか
ら
平
成
元
年

zn給
隠
ま
で

た
だ
く
と
と
も
に
、
そ
諮
問
費
税
制
偶
を
の
熔
に
お
け
る
縫
鋭
売
上
高
を
6
後

納
付
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
戦
い
し
ま
し
た
金
綴
を
昭
和
部
年
中
的
課
絞
売

す
尽
な
お
慾
闘
が
火
変
混
線
し
一
散
時
総
上
高
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
e

お
待
た
せ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
申
ゆ
像
以
外
的
事
家
殺
で
、

告
と
朝
刊
談
は
お
問
中
め
に
。
続
事
象
品
剥
叫
増
派
閥
出
番
L

{
泳
〉
「
談
後
事
業
教
い
と
は
、
止
の
方
幻
方
。

々
を
い
い
ま
す
。

V
問
い
合
せ

mw前
哨
秘
的
年
中
内
総
統
府
知
上
官
闘
が
3
干

一瞬0)$虫類が大切な財産者灰iこ・急危

議忠弘

を
対
象
に
総
帥
吋
ゐ
一
行
っ
て
い
ま
す
の
品
州
留

す
る
凶
間
体
は
、
数
寄
り
め
抽
出
総
署
へ

連
絡
く
だ
き
い
。職

護霊

人
と
人
と
の
山
山
A

甘
い
会
滋
一
し
て
、
学

び
、
援
昧
を
山
品
問
り
、
よ
り
議
か
な
肉
料
A
Y

-
b

品
制
裁
し
て
み
ま
サ
ん
か
。

公
民
総
務
総
が
こ
の
春
、
総
力
的
に

衣
務
え
し
て
、
文
化
液
鐙
議
出
器
と
し
て

ヌ
タ

i
ト
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
〈
ど
き

しマ
対
議
官
山
内
在
住
で
齢
制
制
し
て
受
議

で
き
る
方
(
お
?
?
機
渡
れ
は
ご
逮
鳳
〈

だ
さ
い
〉

V
申
し
込
み
絡
、
生
花
以
外
的
議
綴

は
、
総
後
ハ
ガ
キ
に
俊
一
附
、
期
目
如
、
年

険
、
相
也
記
詰
品
骨
A
V
‘
務
鹿
名
、
受
議
場
針
、

印
哨
日
を
明
総
し
、
3
月
Q
O

門
口
{
木
、
必
着
)

ま
で
に
、
我
録
手
掛
朝
国
持
中
央
公
開
民
館

、
伸
酬
は
努
ー
の

4
品目

8
小
太
刀
治
裁
、

生
花
は
滋
北
A
M
Z
の
立
の
時
務
総
終
予

へ
機
後
申
し
込
ん
で
く
だ
き
い
。
な
お
、

応
募
多
数
的
場
合
は
、
議
選
し
、
総
擦

は
3
月
下
却
に
通
知
し
ま
す
俗

い
れ
ば
救
急
車
の
出
動
が
不
獲
で
は
、

と
感
え
る
も
の
も
中
に
は
あ
る
よ
う
で

す。
消
劾
畿
で
は
、
学
校
や
一
帯
議
所
、
政

治
会
安
対
象
に
救
熱
中
崎
慾
終
盤
講
習
を

一
打
っ
て
い
ま
す
前
い
ぎ
と
い
う
時
い
い
あ

わ
て
な
い
よ
う
、
気
脱
税
に
多
加
し
て
応

急
処
絞
め
ポ
イ
ン
ト
を
覚
え
て
お
き
ま

t
レ、ょ、ヲ。

A
秋
的
武
災
予
防
還
動

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

で
熊
危
険
物
安
全
一
協
会

受
回
会
会
義
貸
に
緩
い

た
首
相
院
協
貯
金
さ
ん
〈
臨

小
5
年
)
の
枠
ふ
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イド

う
に
な
り
ま
す
。
係
機
セ
ン
タ
i
で
は
、

こ
の
時
織
の
赤
ち
ゃ
ん
を
中
ゃ
に
赤
ち

ゃ
ん
体
惜
揮
を
一
行
っ
て
い
ま
す
e

学
経
を

よ
く
動
か
す
こ
と
な
Y
旬
、
お
除
毒
ん
の

機
き
か
け
に
よ
っ
て
藤
ち
ゃ
ん
の
成
長

を
す
ぼ
ら
し
い
も
の
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
お
い
で
く
江
署
い
悶

曹

v
穏
師
陣
内
容
身
体
計
脳
内
務
ち
ゃ
ん

体
線
、
品
思
幾
制
制
組
制
、
品
醐
科
制
閣
議
、
保
健

闘
脚
内
側
相
談
な
ど

蝦
乳
児
帥
問
診
は
母
子
鐙
綾
苧
格
的
然
科

券
(
3
1
6
か四月間出、

9
5
日
か
関
川
隅
崩
)

を
副
判
聞
出
し
際
線
描
開
欄
附
で
品
漬
け
ま
し
ょ
う

e

d

喝
描
間
関
樹
齢
制

mM
漆

利
引
ベ
判
以

3
尭
c
e
g

(
火
}

幽
明
こ
り
や
護
措
捕
で
N
M
ん
で
い
る
人
は

い
ま
せ
ん
か
む
幾
帥
n
は
剛
糊
削
刷
綴
韻
も
お

受
け
し
ま
す
の
で
お
紫
綬
に
お
い
で
〈

だ
惑
い

6

V
時
欄
間
午
後
1
時
持
分
か
ら
3
時

(
受
付
・
午
後
1
時
か
ら
1
時
泊
分
)

V
申
し
込
み
係
機
セ
ン
タ
ー
へ
電
話

ま
た
は
滋
綾
お
い
で
く
だ
さ
い
。

4
醐
酬
と
り
・
銭
痛
撃
情
理
回
線

め
な
お
し
て
み
ま
せ
ん
か
a

時
蹴
致
問
月
に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
だ
も

ご
利
溶
く
だ
き
い
へ

マ
持
事
母
子
線
開
駅
事
縦
、
問
診
察

(
縫
い
臨
も
-
恥
れ
ず
芯
ご
記
入
く
だ
さ
い
)

芝
壊
滅
叶
保
健
セ
ン
タ
iAW
ご
癒
内
ー

で
は
、
ー
歳
6
か
月
光
線
療
絞
殺
的
制
畑

区
辻

g
a
(金
)
、
附
摂
{
念
〉
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
部
品
W
に
よ
り
、
左
表
的

期
限
に
表
紙
き
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

S

4
1嬢
6
か
湾
問
品
種
鍍
堅
議
問
緩

銀
鱗
甘
ン
タ

l

期
掛
#
仙
台
ー
の
川
M
m
w
日
間

〈
掛
制
品
品
制
航
海
口
後
歩

2
Aす
)

俗

U
i
-
-
3
1

タ
オ
ル
1
枚
。
総
4
嗣
隠
は
.
さ
ら
し

布
1
5
0
側
役
ゐ
晶
、
針
、
は
き
み
、

?
チ
針
を
持
参
し
て
く
だ
患
い
α

喝
銅
線
学
胤
劇
的
問
綴

--内し
あ
お
せ
掌
額
料
ヘ

こ
れ
か
ら
父
輯
?
嬉
細
腕

ιな
る
方
向

子
供
を
抜
み
噛
持
て
る
こ
と
が
、
ど
ん

な
じ
す
ば
ら

L
い
こ
と
か
、
ご
夫
婦
で

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
a

ぜ
H
V
.

ご
犬
同
附

で
鼎
ず
お
し
て
く
だ
さ
い
。

va時

3
Hげ
自
〈
・
米
)
午
抽
出
Q
V
時
泊

分
か
ら
H
H
時
鉛
分
ま
で
〈
受
け
付
け
は

激
闘
会
場
ず
午
前
倒
9
時
間
山
分
か
ら
〉

wv
内
容
本
路
ミ
リ
ヲ
暁
写
ぷ
坤
と
予
の

き
ず
な
」
本
赤
ち
ゃ
ん
的
お
胤
ぬ
の
入

れ
方
(
位
内
閣
闘
)
縁
側
桝
に
な
る
と
い
う
こ

と
は
〈
綴
)
*
そ
の
総
務
談

V
時
開
問
午
前
例
9
時
制
分
か
ら
は
時
却

分
ま
で
〈
態
3
織
の
み
午
後
1
時
か
ら

3
締
ま
で
)

V
輪
開
惨
母
子
縫
臨
捕
手
掛
眠
お
よ
伊
織
総

問
地
具
は
毎
悶
悼
判
事
窃
掛
期
1
削抑制
M

は
パ
ス

(3) 1990. 3布 T

一個
m

v対
象
平
成
一
克
年
n
U
R
月
以
前
に
銭
ま

れ
、
一
度
も
B
C
G後
指
慨
を
殺
げ
て
い

な
い
乳
幼
鬼
{
対
象
地
加
に
は
滋
知
が
い

き
ま
す
)子

V
蹄
欄
間
午
後
1
時
日
分
か
ら
2
時
泊

分V
持
品
世
母
子
鎗
康
手
続

蒸
発
熱
な
ど
心
細
臨
金
正
舎
は
、
ト
班
品
叫
燈

に
拙
制
絞
め
後
お
い
で
〈
化
普
い
。

4

唱
ツ
双
務
よ
ぴ
粉
綾
田
口
C
G
B寝

ツ
ベ
ル
ク
ω
マ
ン
反
応
一
輯
定
お
む
G

3
尭
a
n
n
〔
火
)

い
ら
い
ら
す
る
‘
総
れ
な
い
、
や
る

災
が
お
事
な
い
。
身
体
品
開
に
検
盗
し
て

も
異
常
は
な
い
が
、
ど
こ
と
な
く
す
っ

き
与
し
な
い
職

開附緩み
ω

ン
タ
ー
で
は
、
そ
ん
な
心
的

協
み
を
持
っ
た
方
の
た
め
に
、
線
神
衛

生
相
談
会
お
っ
て
い
ま
す
。
心
的
楠
立

方
や
考
え
方
ひ
と
つ
で
ず
い
ぶ
ん
変
わ

る
も
の
で
す
。
静
止
り
で
鏑
ま
な
い
で
、

鈴
級
以
ご
利
用
〈
だ
き
い
。

wv
申
し
込
み
電
話
予
品
吋

mm時
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

V
提
出
現
伯
作
総
市
内
科
隊
機
山
期
途
郎
先
生

Ev
対
象
平
成
一
耳
年
9
月
以
前
に
ゑ
ま

れ
、
ポ
リ
オ
章
者
2
護
ま
せ
て
い

1総
半
の
号
、

51人
雪

日

か

ら

建

問

曙

な
い
乳
幼
児

(
1附
習
と
2
回

目

的

関

を

し

、

か

た

こ

主

が

議

せ

、

自

立

心

も

、

4

5

4

s

A

1

2

2

E

臨附は
6
晴
雄
問
問
以
上
あ
け
る
こ
と
)
。
対
象
め
ぽ
悼
式
て
滋
界
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
悶
平
成
2
年
度
内
子
宮
が
ん
検
鈴
は
‘
で
、
や
は
り
毎
年
の
定
綴
韓
訟
が
必
療

用
品
む
は
遜
知
し
ま
す
a

子
ど
も
か
ら
沼
が
能
せ
な
い
時
制
酬
で
火

A
b
T
U
か
ら
安
け
付
け
し
、

4
同
月
内
務
2

で
す
。
お
っ
く
う
が
ら
ず
北
、
ザ
wuv
申

v
a時
3
月
間
悶
〈
火
可

m
B
(本
)
変
な
毎
mm
で
す
が
総
本
的
な
生
滋
習
本
瑠
怒
か
ら
焚
絡
し
ま
す
。
し
込
ん
で
〈
だ
患
い
。

午
後
1
時
日
間
分
か
ら
2
時
間
骨
ま
で
慣
を
身
に
つ
け
き
せ
る
大
切
な
時
綴
で
岡
本
女
校
時
子
山
闘
が
ん
は
、
そ
の
舶
な
お
、
災
時
に
、
成
人
時
間
縫
詮
(
却

V
輪
開
拶
鈴
子
幾
康
手
線
、
問
診
爆
す
。
%
が
単
潮
発
覚
し
や
す
い
「
鎖
的
加
が
ん
い
繊
以
よ
は
議
液
検
査
も
)
も
炎
絡
し
ま

赤
ち
ゃ
ん
は
生
後
3
、
4
か
同
月
に
な
揮
下
綱
、
発
熱
そ
の
拙
中
心
総
な
K
撃
は
、
幽
出
金
に
育
て
て
い
〈
た
め
に
、
も
う
で
す
白
た
だ
、
初
出
期
的
が
ん
は
な
ん
的
す

a

る
と
表
情
皇
室
哲
よ
〈
疑
う
よ
ま
震
に
制
緩
め
後
お
い
で
く
だ
さ
い
e

一
度
、
葉
、
義
的
役
綴
り
を
み
つ
症
状
も
と
も
な
わ
な
い
こ
と
が
多
い
的
革
審
差
以
上
容
内
霊
的

女
役

V
検
軸
静
制
問
問

d
a
月
か
ら
7
月
{
予
定
)

V
由
申
し
込
A

電
話
予
約

陣争輯鵠|

叫
す
こ
や
か
ち
ゃ
ん
L

に
掲
織
す
る
線
写
傭
即
時
明
り

ち

ゃ

ん

を

募

集

し

ま

す

場

毎

月

1
日
号
の
広
樹
輔
の
こ
の
織
に
殿

V
対
象
昭
和
川
例
年
、
平
成
元
年
中
に
次
絡
殺
し
ま
す
ω
篠
崎
略
す
る
場
骨
は
、

一
集
ま
れ
た
務
ち
ゃ
ん
(
盟
問
女
春
日
名
出
関
係
か
ら
縦
紛
で
巡
殺
し
、
猿
鮮
に
例

絞

〉

い

ま

す

。

V
応
募
方
法
ハ
ガ
キ
に
然
記
明
、
係
議
な
お
、
昨
年
の
す
こ
や
か
ち
ゃ
ん

者
氏
名
句
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
、
来
年
月
に
応
募
き
れ
た
方
〈
帥
名
)
師
、
ヲ
ち

目
、
燃
側
代
後
綴
諮
舎
を
明
記
し
、
殺
縄
織
で
各
な
か
っ
た
方
に
お
詫
が
い

絡
予
1
8
5
8議
後
午
前
広
報
広
務
経
へ
。
た
し
ま
す
。

で
‘
表
曲
晴
滋
療
機
関
へ
ご
相
制
緩
め
後
、

師
陣
療
機
関
で
受
け
て
く
だ
奇
い
。

各
予
防
線
機
的
爽
機
関
陣
療
機
開
聞
は
、

瓦
宮
町
か
蕗

嗣

閣

劃

慢

崎

口

封

謀

総

計

れ

れ

ド

ゾ

で

に

心
臓
病
を
主
零
れ
る
闘
機
地
織
の

お
子
さ
ん
に
つ
い
て
、
総
紋
を
行
い
ま

す
の
で
♂
純
然
く
だ
さ
い
。

wv
滋
時

3
月日時

g
(本
)
営
付
午
後

1
時
か
ら
Z
時

明v
場
器
開
絵
師
陣
帥
間
耐
附

wv
綾田
m
都
知
料

wv
捌
制
軸
間
内
容
間
同
診
、
胸
部
X
錦
、
車

訟
測
定
、
・
心
掛
地
開
問
、
鈴
察
及
川
V

蜘制機

帯
構
韓
韓
日
陣
寵
由
職
組
欄
関

監
査
の
子
一
時
間
接
種
は
医
療
機
関
門
、
受

け
て
く
だ
さ
い
。

を
お
、

M
M
nれ
片
品
制
…
ユ
後
混
合
un婿

務
・
胤
し
ん
健
お
た
ふ
〈
か
ぜ
て
お
た

ふ
〈
か
ぜ
の
予
防
接
種
を
希
議
書
れ
る

だ
は
、
開
制
作
用
的
と
と
も
み
9
ま
ず
の

疹

(lましか}

助

問

当

者

お

よ

び

捺

穏

期

間

間

I
続
的
理
証
金
詰
か
ら
総
学
務
ま
で
丹
幼
児
〈

1
開制緩

緩〉。
な
お
、
生
後
お
か
丹
か
ら
却
か
月
ま
で
に
機
議
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
よ
8
芹
を
除
〈
専
務
)

蘇

ー
象
的
誕
生
日
か
ら
品
科
学
務
ま
で
の
幼
揖
h
e

なれ必、

I
制
剤
を
生
後
輪
か
月
ま
で
に
綾
緩
す
る
こ
と
一

が
緩
ま
し
い
.
-
績
は
3
1
8
潟
内
側
織
で
3
日
閣
議
一

種
、
ま
糊
端
同
H
I
期
終

T
後
1
年
以
上
あ
け
て

l
田
出
接
一

種
1
(
8
丹

を

除

く

年

附

}

千

i

1

1

1

1

1

い

後
融
問
中
ぃ
ン
タ
1
、
落
田
両
謀
窓
口
及
び
名

災
級
に
謹
い
て
島
る
寸
祭
儀
そ
ン
タ
ー

の
ご
案
内
」
骨
ご
戦
く
行
者
い
。
お
た

ふ
〈
か
ぜ
的
災
働
時
同
開
療
機
関
関
は
M
M
R

義
援
療
機
燃
と
問
ヒ
に
な
り
ま
す
。

マ
待
券
母
子
健
康
手
帳
と
如
鐙

V
使
用
品
腕
帯
約
ま
で
鯨
料

一T
m柏
市
市
総

2
5
5

世

W
I
-
-
2
5
5

255 
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洛
震
観
欝
酷
蝿
宮
(
削
刷
〉
1
4
4
0

穆
湖
お
台
分
舘
卦
〈
的
即

)
3
-
0
6
6

0
郊
佐
分
銭
惜
(
舶
間
)
4
・3az--

給
総
動
悶
幽
鎗
際
世

(
U〉
0
9
0
9

子
供
た
ち
に
串
し
い
絵
本
と
の
総
会

い
を
・
¥
畿
や
か
な
成
長
者
a

a

と
い
う

悠
い
を
込
め
て
、
楽
し
い
お
は
生
し
ゃ

絵
本
的
緩
み
陥
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
.

P4
黛
か
ら
9
綴
〈
ら
い
ま
で
め
チ
ピ

y
子
緩
ま
れ
，
，

一一一一一~恥
詩集
悲しこ a岬甥

こす綴可守一

定悪テ章生議晴

れ3費
量語安調欝

4
喝

3
問
問
お
は
滋

K湾
出
稼

別
紙
に
住
所
、
氏
名
、
電
叫
醐

磐
組
守
‘
撮
影
年
月
、
場
所
、
ひ

と
奮
を
開
明
記
し
、
鼎
批
判
冊
子
i
8

5
8市
役
所
広
報
広
臨
時
議
へ
ど

う
ぞ
。
(
湾
総
議
愛
)

湖
品
仙
台
分
抽
出

z
議
総

t

v品
作
品
一
裂
の
花
戦
〈
頃
「
8
努
)
、
み

か
λ
(
5
号
~
、
静
物
(
国
野
幾
・

8
号
〕
目

高
体
湖
東
一
一
件
作
(
棉
州
北
品
制
緩
住
)

悠

八

万

鎗

布
告
泌
総
E

V
作
品
ボ
タ
ン
(8Hザ
ー
綜
梨

(
S

M
)
喜
剛
松
戸
時
押
立
曲
作
(
家
殺
孫
子
縁
伎
)
、

都
渋
色
(
8品。

Y
野
口
開
予
持
作
(
出
品
校

往
)

。
醐
桝
法
一
期
醐
開

3
月
l
gか
ら
組
問

長
時
田
り
ま
ザ
ー

マ
骨
骨
剖
軒
で
ネ
パ

y
グ
(
旅
行
総
マ
ー

リ
ン
グ
付
・
た
て
却
×
ょ
こ
部
×
高
幸

町
山
畑
)
‘
シ
ョ
ッ
V
M
ン
グ

b
l、
レ
コ

ー
ド
ラ
ッ
グ
〈
た
て
担
X
ょ
こ
位
X
高

幸
町
品
開
)
〈
石
山
崎
務
チ
惜
〈
説
)
2
4
2

8
v
 

H
溜
っ
て
〈
材
料
さ
い
寝
袋

*
大
鱗
〈
3
0
0
人
分
伎
の
も
の
い
、

か
ま
ど
〈
松
丸
久
幾
子
暗
〈
鵠
)
8
3
3

8
〈
日
経
日
以
外
に
)
〉

V
申
L
山
悼
み
各
連
絡
先
へ
塗
畿
税
鱗
糊

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
コ

1
4
f
l掲

織
は
、
士
制
民
投
泌
繰
消
費
栄
治
係
官
(
間
~

1
1
1
1
(出
内
線
‘

3
2
9
)
で
、
柳
叫
記
陣

で
受
付
品
村
吋
て
い
ま
す
e

V
2
3
ナ
I
山
引
用
上
申
跡
地
癒
取
り
鋭

う
品
物
は
‘
家
具
、
台
所
溺
品
、
電
気

製
品
、
活
油
慰
問
捕
、
子
供
用
m
糸
、
熱
田
商

線
開
棚
、
告
転
市
中
(
悶
mH刊を品約
h
M
)

な
ど
主

と
し
て
日
滋
雑
貨
埠
曹
の
総
久
崎
市
紫
時
間
と

し
ま
す
a

衣
獄
、
由
時
動
車
、
や
一
幸
一
絡
は

取
り
組
制
い
ま
せ
ん
a

相
関
仲
桝
品
は
無
料
、

奈
料
ど
ち
ら
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、

務
制
府
内
議
骨
的
銭
鉄
鎖
織
的
自
安
は
、

購
入
後
1
年
以
内
の
も
の
で
出
品
師
閥
的
5

劉
以
内
、
土
問
慨
を
§
万
円
と
し
ま
す
.

{私(})祭君主な綴長時〉鰯発p総額縁成泰{宣車~~台〉
r~患っけ夜、速い慾~\協の獲量豊ですJ

6
3
 

趨講る帯一・4
令

官

境

4
J
恥

民

環

一時一費鵬

副
舗4野動 綱

巡
ら
し
の
中
か
ら
身
近
な
総
緩
や
殺
る
こ
と
で
剰
と
か
な

り
上
げ
て
好
評
町
泌
機
生
活
講
曲
部
吋
お
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
司

関
口
は
定
義
的
峰
山
械
で
4
篠
山
問
機
し
ま
す
の
キ
閉
山
い
っ
し
£
に
‘

そ
の
う
ち
2
印
刷
は
、
今
、
火
き
な
間
同
附
聞
に
合
し
グ
口
、
ee--
バ
ル
む

な
っ
て
い
る
地
球
機
縫
を
考
え
る
簿
経
線
総
繍
境
際
問
聞
を
考

で

す

。

え

な

が

ら

、

総

遠

の

森
林
の
緩
壊
、
本
総
汚
染
、
方
ゾ
ン
慕
ら
し
ぢ
を
盛
り
議

感
的
妓
綾
な
ど
に
つ
い
て
、
守
、
地
球
っ
て
み
ま
ぜ
ん
か
。

規
模
で
、
奥
殺
に
考
え
な
け
れ
ば
い
け
い
ず
れ
の
議
援
も

な
い
時
に
き
て
い
ま
す
e

し
か
し
、
ど
入
機
隔
料
で
す
。

の
問
題
も
私
途
に
は
大
事
世
間
草
る
肉
離
。
官
マ
鴎
い
骨
わ
せ
市

だ
が
‘
山
繁
盛
の
挽
九
戸
牛
刀
(
生
活
)
争
後
え
剛
氏
嶋
一
綴
鎌

叩ム直

急車

10月i之憶かれる東葛飾貫主湾中学絞叙係書語表大会での優

務唱を13療!と、綴聖書!と協議J8山t:t絞哲王子ームのメンバー

号5よtJu響(長審議)事島鴎髄聾瀧)

か
ら
務
品
棋
の
力
を
滋
し
徐
々
に
追
い
上

げ
る
こ
と
が
で
き
、
六
区
で
制
刷
出
紙
帥
竺

が
前
一
間
耕
三

l
ク
議
山
な
み
尊
い
そ
の

ま
ま
ゴ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
わ
z

内

心
で
は
そ
こ
そ
こ
い
け
る
と
忽
っ
て
い

新
チ
i
ム
が
結
成
し
て
問
問
が
な
〈
、
し
、
目
的
院
一
関
口
6
人
が
入
る
な
ど
、
次
て
初
出
四
時
締
約
中
学
校
対
抗
綾
子
半
お
た
が
も
機
勝
で
き
て
ョ
フ
れ
L
い
」
と
い
仰

し
か
も
1
、
2
平
然
だ
け
円
メ
ン
パ
々
と
野
成
績
を
挙
げ
ニ
れ
か
ら
識
し
み
潟
駅
山
部
大
金
者
怒
り
滋
り
弓
勤
務
は
、
勝
利
の
骨
骨
V
脅
か
み
し
め
て
い
た
。

!
な
が
ら
、

1
月
日
抗
日
開
緩
め
中
学
な
チ
ー
ム
命
的
舗
が
懇
ヲ
鼠
燦
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
、

V
間
同
い
骨
わ
せ
崩
山
中
学
校
古
餓
統

校
対
抗
絞
総
レ

i
ス
止
し
て
は
察
内
チ
ー
ム
の
部
員
は
金
一
校
生
選
抜
的
紛
一
目
隠
で
や
や
山
山
渡
れ
た
も
の
の
吟
一
一
渡
来
数
繍
官
(
嗣
)
1
8
9
3

数
大
的
中
学
校
対
抗
銚
子
半
ぉ
…
飽
入
。
キ
ャ
プ
テ
ン
の
級
沼
俊
数
〈
2
年
)

側
帆
伝
大
会
に
俊
臨
時
。
関
東
中
学
校
滋
を
中
心
に
、
蜘
制
導
す
る
市
総
笠
夫
教
諭

抜
厳
然
大
会
で
3
俊、

1
月
幻
mn
に
が
天
然
や
生
穫
の
コ
ン
デ
イ
シ

a
ン
を

拙
捕
し
た
我
孫
子
中
刷
新
春
?
ラ
ソ
ン
大
み
て
「
今
日
は
レ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
」
吋
寺

会
的
中
学
生
〈
男
子
〉
的
州
抑
匹
、
は
、
総
自
は
隊
総
を
踏
む

h
今
日
は
ト
ラ
ッ
ク

係
部
資
が
1
佼
か
ら
4
位
ま
で
独
占
的
ベ

i
ス
を
つ
か
む
し

i
と
鮮
側
関
変
え

る
悼
碑
国
劇
メ
品
ぷ

i
に
、
酬
明
t
汝
談
後
、

汗
を
流
し
て
い

&
a

省
抽
出
教
諭
は
、
日
本
後
上
達
両
盟
公
認

コ
i
チ
的
資
格
を
叫
鳴
す
る
命
体
育
街
地
帯

内
専
門
家
へ
お

i
チ
、
生
後
淡
の
き
酎
聞

数
議
へ
的
総
務
は
世
間
く
‘
気
持
ち
を
…

つ
に
中
佐
官
泳
競
に
絞
り
組
ん
廿
い
る
。

「
ひ
た
れ
日
き
に
悼
碑
瑚
聞
に
腕
間
む
こ
の
子

ら
に
縫
い
る
た
め
に
も
、
中
学
時
代
の

い
い
患
い
泌
を
つ
く
っ
て
あ
げ
た
い
e

そ
し
て
然
る
こ
と
が
好
祭
に
な
っ
て
ほ

し
い
い
と
古
総
数
繍
.

選
手
ら
k
共
に
、
新
品
J
iム
と
な
っ

J

哨
山
町

ヲ

よ

す

な

立

言

し

た

の

雲

か

な

一

ま

海
議
概
略
子
代
子
…

数
り
て
怒
っ
し
と
ま
の
中
的
紅
同
酵
機
戸
む
め
一

同
同
制
町
議
む
実
へ
奥
へ
と
一
一
一
人
が
皆
同
八
す
子
一

枯
都
知
明
ゆ
る
織
に
申
さ
き
の
人
ふ
え
て
約
隠
は
る
一

手
賀
川
間
的
見
申
る
ゐ
た
nv
に
冬
傘
立
本
多
背
骨
久
子
一

同
こ
つ
こ
こ
を
流
る
る
義
的
水
機
綿
密
比
前
一

鱒

骨

滋

需

に

霊

撃

議

〈

し

小

紘

基

一

制
世
降
り
ふ
札
ま
ず
〕
最
後
火
帥
閉
め
出
官
自
然
色
絵
線
治
権
一

v

系
外
同
町

tう
た
た
寝
を
せ
し
審
慾
縫
隅
州
出
稼
治

一
谷
申
帯
保
や
巻
尺
汚
ご
し
発
堀
L

野
口
こ
う

一
染
線
々
と
人
統
制
細
〈
冬
ざ
る
る
蹄
糊
m
閉
ま
さ

rh
ど
こ
と
な
く
母
に
似
し
臼
よ
柑
階
的
灘
署
五
千

一
川
凶
晶
、
町
隠
は
附
臥
す
こ
と
多
事
ム
る
さ
と
の
響
寿
を
漆
〈

刊

し

絡

を

気

づ

か

ふ

奥

野

一

二

三

十
ヒ
タ
と
タ
と
わ
が
足
元
を
察
解
け
の
水
ゆ
る
や
か
に

一

本

春

め

告

す

妻

妻

子

肉

uH
品
ん
の
撃
臨
時
的
伸
図
的
放
戦
記
銭
と
持
し
た
る
臼
お
ほ

ろ

に

捕

げ

よ

猪

又

務

絞

お
め
づ
か
ら
山
よ
り
く
だ
る
淡
水
に
て
今
却
は
本
橋

に

澄

み

て

滋

る

る

染

谷

新

一

番
酬
明
る
冷
き
夜
に
糊
制
緩
の
矢
車
識
を
友
は
印
刷
け
濃

小
山
側
礼
子

寄
っ
か
れ
ば
放
掘
の
縫
に
雪
炎
、
一
え
て
紅
き
綴
が
帯
る

る

燃

こ

即

発

上

由

紀

子

事
松
の
か
特
に
雪
的
終
り
か
か
り
鳥
肌
勝
、
も
を
く
聞
は

静

け

し

公

子

寧

開

閉

営
晴
れ
の
制
的

ι水
町
韓
日
ろ
げ
つ
つ
ぶ
滅
的
白
鳥
我

に

波

づ

く

鈴

本

総

投

開
問
搭
ち
て
疲
半
常
時
え
か
へ
る
凝
先
の
仙
酬
に

γ絞
め
同
月

映

り

み

ぬ

奥

滋

受

付

仏

柳
欄
だ
る
ま
昨
お
悶
岡
部
聞
に
緩
め
き
て

を

一

り

幼

機

関

的

経

東

滋

梓

千

総

務
開・l宇一&(

朋$
 

裏…h
h
 

ihy 
一向〉一ぜれ刊一a忍棄

MUlnl哲InI

理
覇ま

人耳んと， '/同臼 3λがつくるコー

ナーです。事事1;rJ告は毎月158(必潜入

I人l!年でハえ号に際号ます。

応募先 主主孫子1858滋役所広報f主題議



附
閥
滋
6
号
線
か
ら
田
町
選
我
孫
子
・
削
問

機
抽
聴
を
北
へ
、
そ
こ
は
も
う
総
有
機

勢
郵
便
局
を
窓
訴
す
る
と
そ
の
融
慨
に
判
明

戸
中
第
二
町
司
会
(
右
滋
務
総
〉
が
あ
る
“

現
稼
会
長
は
朋
品
肌
蹴
市
{
w
b
班
〉
、
ム
茸
鎌

田
ほ
と
ん
ど
は
樹
祭
へ
勧
め
る
サ
ラ
リ

i
?
ン
恥
汲
く
で
は
‘
先
ご
ろ
着
工
し

配
線
問
校
総
お
い
ン
タ
ー
の
臨
時
設
が
急

r

ッ
チ
で
議
ん
で
い
る
。
こ
円
セ
ン
タ
ー

の
管
制
棚
、
運
営
に
あ
た
る
猿
戸
端
絞
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
的
綴
金
銭
も
枇
憎
め
る

金
授
の
寺
田
清
七
さ
ん
を
出
制
緩
民
総
ね
、

お
諮
を
伺
っ
た
。

「酎松払が噂

揖…持戸中拙蛾嶋附奴院
ι余庶制総削仲℃、も日持M
戸
@
そ
の
後
、

い
く
つ
か
め
術
会
に
分
か
れ
ま
し
た
が
、

金
総
合
わ
せ
る
と
約
2
5
0
戸
に
も
地

ぷ
ん
ぺ
い
ろ
い
ろ
状
況
も
変
り
ま
し
た
@
え
M
U
乎
疑
的
削
と
い
、
ヮ
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
り
に
絞
殺
が
あ
れ
ば
い
い
ん
で
す
が
ね
。

液
疾
前
町
一
会
が
品
開
え
て
い
る
課
認
と
し
こ
ニ
で
は
錨
畿
で
す

6

茨
域
に
筑
波
サ
機
織
品
開
会
的
2
つ
隠
は
下
水
道
的
盤

て
3
h
A
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
地
域
内
市
!
者
y
ト
が
で
き
て
か
ら
は
深
伎
の
畿
均
現
在
、
続
会
で
は
毎
月

l
nと刊仰

い
伶
附
州
事
鳥
識
を
、
近
代
斜
な
も
の
に
絞
殺
後
炉
、
ま
た
、
守
谷
軒
や
防
相
市
北
双
闘
を
ず
本
法
擦
の

g
e
と
淡
め
て
い

え
て
い
く
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
制
服
妹
都
、
野
毘
市
東
部
品
り
綴
臨
時
で
、
務
総
を
み
ん
で
す
。
ま
た
、
総
ク
ズ
は
綴
分
の

や
サ
ー
ク
ル
を
通
し
て
め
つ
な
が
守
と
通
場
す
る
ダ
ン
プ
カ
i
め
織
後
も
も
の
家
で
焼
却
し
て
、
ゴ
ミ
と
し
て
潟
き
な

い
う
も
の
に
し
た
い
ん
で
寸
。
す
ご
い
ん
で
す
“
探
滋
的
人
う
ね
あ
た
い
よ
う
に
し
て
い
る
ん
で
す
裂
後
さ
ん

2

点

目

は

綴

桃

山

附

品

暗

殺

孫

子

と

い

よ

〈

柑

助

力

し

て

く

れ

て

い

ま

す

。

淡
路
棋
に
‘
ニ
ヱ
は
問
中
巾
が
入
り
経
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
し
、
ま
た
、
市
役

所
か
ち
も
途
い
様
。
こ
、
つ
し
た
行
伐
の

機
際
部
を
今
後
ど
う
し
て
い
く
か
で
す

、抗。
4'伺

今
の
と
こ
ろ
町
会
的
波
数
は
こ
れ
と

い
っ
て
特
に
あ
り
ま
せ
ん
が
可
こ
れ
か

ら
辻
、
桜
一
戸
時
」
隊
セ
ン
タ
ー
を
畿
と
し

て
、
も
っ
と
治
勲
世
相
附
品
川
に
し
て
い
き

た
い
と
患
っ
て
い
ま
す
い
砂

w'合
後
品
サ
削
出
掛
惜
勺
繰
戸
3
4
4
肉

刺
殺
〈
向
山
)
5
7
4
6

寸
誠
一
認
め
級
品
ん
め
た
め
に
お
役

立
て
く
だ
然
、
ぃ
ι
と
.
(
終
)Ja'ri

a
lカ
殺
か
h
L
巾
ヘ
パ
ス
2
台
(
約

4
0
0
万
円
一
が
寄
向
精
き
れ
る
ニ
と

に
な
り
、
2
月
む
臼
(
求
)
、
仰
げ
即
時
臨
締

役
弘
弘
法
か
ら
大
井
市
長
へ
、
務
付
仰
と

(5) 1990. 3. 1 

々
ー
が
子
機
b
ぞ
れ
ま
し
た
b

あ
絞
め
錦
織
は
、
2
月

m

m
M

のィ
'Find-カ
ド
l
我

四
時
子
総
丹
開
閉
防
相
を
記
念
し
た

も
の
n

間
栓
で
は
こ
れ
ま
で

に
も
出
窓
記
念
日
い
と
各
縫
治

体
へ
寄
踏
ま
行
q
て
い
ま
す
c

寄
贈
さ
れ
た
パ
丸
は
、
小

ま
わ
り
の
拳
〈
的
人
繰
り
す

イ
ク
口
パ
ス
料
、
、
4
同
月
初
旬

に
は
納
礁
の
子
議
で
す
。

市
で
は
、
年
間
約
4
万
人
の
お
年

繰
り
が
訓
刊
側
聞
し
て
い
る
老
人
福
栓
セ

ン
タ
ー
市
内
地
震
送
盗
用
パ
ス
左
し

て
創
刊
回
附
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

すむ

総
イ
ト
l
B
l力
強
ガ
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
夜
轡
鵬

尚
一
議
唯
一
り
離
し
い
越
に

h
v
縫
帥
脱
が
滋
h
b
岨
帆
戸
汲
隅
桝
セ
ン

ン
タ
ー

A

鳳
韓
世
間
と
溌
接
す
る
町
金
(
選

制
附
品
町
議
捌
開
が
品
情
市
)

韓
本
輪
予
$
ん
が
通
産
木
臨
鍛

編
物
守
2
4
1
5点
の
中
か
ら
見
事
栄
耀

-

!

s

蒙
i
そ
の
人
と
文
学
。
を
市
総
会
総
何
冊
子
的
動
向
ゆ
や
み
し
絡
が
つ
け
て
も
作
家
的
イ
ン
タ
ピ

n
iや
綴
淡
も
倒
閣

ゐ
?
で
r
m
pい
sr-ke込
警

護

し

て

い

ま

す

電

工

約

七

九

年

不

自

然

で

な

い

か

も

告

ま

せ

ん

。

載

さ

れ

て

い

ま

す

a

t

v

w

を

後

{
酬
と
は
、
前
に
浅
べ
と
よ
ラ
に
、
殺
後
数
こ
の
間
‘
池
一
地
で
の
み
抑
同
市
臨
裁
を
ふ
る
。
本
側
で
は
、
、
災
総
予
約
n

脳相
e

最
遊
め
緩
緩
め
本
で
、
柏
崎
一
部
に
か
に
す
で
に
あ
り
、
約
十
格
的
制
約
一
九
七
執
筆
に
一
念
発
絡
し
た
都
で
あ
り
ま
し
〈
む
「
白
梯
」
淡
と
そ
の
潟
市
曜
の
脳
間
交
を
箔
f
l
l拠
ぷ
・
一
側
議
、
一
一
一
録
的
貯
太

か
わ
る
欝
と
し
て
ぷ
崎
市
問
中
既
緩
い
上
九
年
に
波
紋
仏
酬
を
品
比
率
的
第
一
に
位
甲
車
h
f
h
o
そ
し
て
本
仇
憾
に
は
‘
八
八
専
に
我
一
指
数
出
陣
、
と
く
に
術
的
見
づ
く
り
の
品
臨
時
骨
削
仰
い
{
際
紛
川
二
な
ど
地
児
向
転

下
〈
山
一
制
捜
新
機
〉
が
あ
り
ま
す
e

づ
け
も
八
三
部
か
ら
肢
か
け
閏
年
を
か
滋
子
市
教
滋
務
以
会
に
よ
っ
て
‘
志
向
民
め
な
か
で
、
神
的
発
で
し
た
“
資
料
や
務
総
点
か
ら
的
十
篇
が
あ
り
、

絞
殺
は
総
隊
で
議
徹
し
た
拠
品
評
で
け
て
文
淡
総
吋
群
像
」
に
連
載
し
、
さ
の
綴
榔
燃
が
綴
え
さ
れ
た
こ
と
が
、
枚
上
開
明
党
内
務
的
中
心
と
な
っ
た
ぷ
判
刊
昨
夜
勝
ギ
イ
ト
プ
ァ
ク
、
我
孫
子
町
史

知
ら
れ
る
文
談
評
論
家
内
本
多
秋
双
ら
心
掛
概
母
合
議
む
て
、
入
念
に
仕
上
げ
げ
の
悶
脱
線
で
、
書
き
添
え
ら
れ
て
い
ま
子
中
府
内
究
開
明
党
」
各
号
で
は
、

t
大
統
燃
勝
者
総
ね
る
ル
で
は

1

出
式
者
小
山
附

炊
で
す
e

こ
の
本
は
、
戦
後
党
雌
悼
み
鳴
ら
れ
ま
し
た
匂
こ
の
大
作
は
、
寡
作
で
す
。
こ
め
よ
う
に
追
っ
て
A
る
と
、
ニ
伐
採
ツ
ヤ
恋
仲
間
的
作
家
た
ち
い
(
俊
一
線
純
資
場
筋
k

(

高
田
明
茶
)
は
か
五
同
倒

的
著
者
官
が
、
志
m
R
文
学
的
金
作
品
と
知
ら
れ
る
著
者
と
し
て
は
、
内
域
協
怖
吋
滅
的
準
す
な
わ
ち
『
志
宍
篠
崎
明
h
上
下
は
、
一
一
J

1

『
垣
市
際
抱
擁
』
的
頃
;
i品
川
内
孫
子
が
発
表
さ
れ
て
い
草
す
む
今
後
約
撤

草

縞

・

日

記

絞

め

内

に

、

山

内

一

期

的

機

芯

で

の

こ

れ

ら

め

開

明

党

M
M
、
ぷ
山
被
夜

間
と
成
熟
を
犠
級
官
児
明
じ
総
み
と
っ

i
l
b
h，
ふ

さ

上

下

に

学

ん

炉

、

、

締

交

丹

後

秘

話
訪
問
り
い
れ
吋
『
本
質
瞳
盟
嘆
い
上
下
b
知
識
磯
子
九
日
れ
れ
れ
れ

1

十時

か
ら
殺
出
郁
子
時
代
的
何
者
作
寸
域
内
埼

J
j
匂

軍

司

匂

を

キ

ペ

i
p
ワ
i
ド
に
し
て
の
関
係
者

じ

て

い

ま

で

、

下

巻

は

や

は

り

殺

孫

や

務

名

人

主

的

交

流

動

向

的

解

明

が

、

子
時
代
的
ぷ
刊
総
」
か
ら
は
じ
ま
り
、
品
中
b
r
挙
制
刊
弘
叫
糊
b
『
、
自
由
惇
し
派
的
作
家
統
制
悼
み
ゆ
で
の
講
師
摘
、
志
賀
郡
跡
的
保
存
、
時
代
喪
殺
り
合
う
」
(
縫
井
孝
作
s

小
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
、
三

代
畿
曲
作
「
磁
波
日
行
助
問
L
を
中
心
に
、
と
一
伶
約
期
b
『
物
議
議
後
文
学
史
』
と
な
絞
殺
め
轡
奈
の
復
元
左
、
こ
の
附
に
執
削
附
勝
夫
}
寸
妻
た
ち
が
日
比
た
か
ん
闘
機
岬
問
。
明
市
山
間
H
蓋
裁
る
上
下
内
容
器
は
、

滋
質
文
学
的
技
心
に
返
っ
て
い
ま
ナ
。
ら
ぷ
代
表
作
と
な
る
ニ
と
で
し
ょ
句
ワ
。
議
が
は
じ
め
ら
れ
、
ま
と
め
ら
れ
詑
ニ
的
我
誠
子
生
活
」
〈
品
開
国
側
明
子
〉
ヲ
お
最
後
の

T

結
び
…
引
¥
ら
っ
と
も
絞

義

的

作

品

を

六

十

年

放

さ

ヴ

け

、

と

こ

ろ

で

、

本

重

量

浮

ナ

を

と

が

わ

か

り

ま

す

命

貧

富

旧

居

、

楽

家

脱

線

絞

め

緩

い

タ

え

め

な

ぷ

m
H
文
学
的
め
附
憎
い
と
め

志
賀
町
姿
融
w
k
滋
段
、
T
Z
Q
決
議
務
的
夜
、
夫
婦
捕
っ
て
紛
れ
た
ニ
ど
が
あ
り
そ
れ
は
偶
然
か
も
知
れ
ま
山
そ
ん
が
、
(
津
田
由
)
な
ど
十
本
紙
〈
的
総
文
が
表
明
引
で
、
も
う
ね
た
ち
が
彩
れ
て
し

精
神
に
よ
っ
た
邸
時
数
は
、
入
e
y
殺

を

ま

す
2

…
九
七
九
略
秋
的
ニ
と
で
す
ね
著
者
が
、
お
読
め
般
市
ゅ
の
本
筋
を
「
域
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
問
時
に
.
了
丸
ま
っ
て
い
た

n
然
と
綴
念
的
手
ご
た

縫
え
て
ん
震
え
全
知
ら
ず
、
と
い
う
よ
こ
の
年
い
い
は
必
絞
術
協
餓
邸
跡
地
内
保
存
の
鰭
に
て
い
か
ら
ぶ
脱
税
行
路
」
へ
の
え
八
年
中
出
作
的
側
綿
一
沌
紙
号
特
集
作
白
樺
派
、
会
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
地
一
克
で
の

り
も
、
織
れ
る
も
内
的
な
い
境
地
に
が
大
き
な
級
制
糊
ど
な
り
ま
し
た
a
著
者
道
裁
に
も
と
め
、
ご
作
品
が
い
ず
れ
も
の
す
一
人
u

金
銭
跡
慨
に
、
谷
川
徹
一
二
、
帥
開
明
党
め
深
ま
り
の
な
か
で
、
こ
向

48

強
泌
し
て
い
る
絵
を
も
た
せ
ま
す
。
は
叩
そ
的
降
、
技
師
陣
為
市
史
研
究
セ
ン
絞
孫
チ
時
代
に
か
か
わ
る
こ
と
も
考
え
ん
ぶ
線
、
総
餐
小
路
実
光
、
坂
上
弘
各
氏
ご
た
え
仰
を
持
び
味
わ
い
た
い
も
の

中
部
品
抑
問
機
緩
和
銅
的
議
怒
は
一
-
一
十
年
前
タ
i
に
綴
か
れ
て
、

B

志
賀
十
嵐
絞
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代
で
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史
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さ
ん
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中
学
生
か
ら
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制

;
i
i
;
誠

長

』

芸
人
ま
で
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務
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わ
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。
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滋
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秒
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滋
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セ
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。
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。
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編
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ワ
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を
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ザ
イ
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ザ
イ
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す
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反
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あ
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と
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3月の土耀鶴r:r

言語2土曜日の108

第4:t1撃8の24日

F綴告哲役芝F所再は2お苦休みし主該ますei (崎4籾の繍潟鯛毅刺帥は峨除

事傍診整慰塁しい、合わt投君 入号事喜E綴撃

層持臨時塑E
Z襲走路産業襲撃事主主会話量立、 際慰霊童穫

の状事妻、主題縮努tJ登録されており、

これ!こ築づき戦目立2"1'鐙0)重盟主E資

産霊安建tJ決定詰されます。

SjZ成2まれ F引 8現在で土地、

緩態苓のE盟定書警護基を所育している

泊lみとの機会に宣言録免窪'0)線香還

をしてくださしミ。

だだし、縦覧で殺る万は所有重量一

線鋭腎聖堂入及びその婆伎を受17量産

主E1え亀曹を持参し主主主ヲに絞りますa

惨事能軍事務罪事 31'ヨ1Eヨく;;t;)tJ520

8(*)午櫛お善幸お分から午後5尽

く豊富2二主慎重8、ニ乞軽重拒ヨ0)守後、 モヨ

軽量包は除く〉

惨事提獲量量高時 4 隠し、金書)t主

戸蕊事毒事

言葉路線

芝1
一一一豆長

2i'l1語録〈金〉、 F主総務よりま主主義

手都防護十堅議選議事〈手際紛公綴久楽

家機)0)毒事機tJ言喜怒1ょとなり主主し主主治

この番電機喜望書事者受縦書室し詰ます。

)>緩軍事話器所・鈎い会わ枝 市公霊童

鎚路蓄撃

韓議議選襲
。パチンコフラミ主ンゴ軽量ぐっくし

事事〉えまそう繍易マザーズオKームfひEま

わり縫，)ごと、カセ、ソトブレ…ヤー

とカラオケ0).害総tJあり較しだ。

4f318から我孫子紋北口a総

護軍宝庫堕場のま設真喜使用者在籍禁ずる方

1誌、塁手めiとお率し込みくだ1'5いb

b受付草書簡時 我孫子fR1とOa幸翼線

量註察機害事務所

1>5語録翼需要事 ミヨ月108く土〉から20

8(，りとF詩意8~害総分から午後8G幸

炉問い合わせ ~t口密議盤整駐童空襲襲名

宮(83)4191(字書号89寺3O~午談お

隠〉をまとは市院生宣言語章受還Eおお孫

*人口120.209.人〈十2.016人〉
潟60.331人女，59.878人

*t空軍審委主，38.ω3t号機〈什 .032t空宇務〉

大学芸襲撃警教爾をき婁癒しセいる大

学、 綴翼語大学1:1立、事長~2ま手話設務

員喜入学生曜を務室長しています。

大学王室f懇書室湾そを望号喜重しよそうとす

る人を対象1こ、言語審室内線、学習ヌ当

法、き警護毒手続犠苓iこついと決0)':ニ

若手り合陪入学説明言語者告書君主主し，ます。

〈著書浅草量約〕

1>臼草寺 ミ31'菩38(土〉午後1憶が

ら6草寺。 4Eヨ(8)午前10緒方をう午

後4総30分

砂話題所 士号聖書老大空詐〈新総長~i'Y新

総守 -24，-2)

炉問い合むな く剣〉在必大学量霊長室

主主要寄協会官官3(320)2627

羅定申告は
お講みですが
受信は3月刊日まで

事沙問い合わな総税務署

ままく46)2321i 

除草軍軍聾・翼運栂君事 *主主菜室指導奥:

30，語以下の女役4名 G)大学、短

大本〈見込み寄金運)TC社会者講義t又

はω理学、事史湾学、社会学老若専攻

し芝署警の専修学後2事〈関idみを緩

む〉で君主会議従犯関する宅塾経夜等専政

しだ著書@語道芸事以上1:2年以上滋持

費事選若者。〉謀議祉に関守る事費義!こ従事

しだ苦言 毛号車毒事事実翼弱者緩急1llio設綴

喜重に燃し学識緩霊長0)ある者 禄著書

務繍 26歳以下の雲母性守主主 G)大

学卒〈見あみを重量護))

砂絃E重主主草寺・話器開時 31'苦守18(Eヨ〉

午前9ff菩かそう者3rt役所てf

I>E告し込b ‘問い合わせ受験窃

込警警にE呈事実務娼1とB請する言霊草司醤を

霊祭{すし、休日を書長く31'ヲ2日〈傘〉

から98(金〉談1:の午議事99寺から

午後ぞう鴎仁三t援護81<l:lE9=)まで1と察

著書ct若草線務総合隠多毒事務級会事務

係〈組市役所内〉官(64)5251へ本人

tJ雇主総ど持参ください。

減殺意義務id襲撃は問事務所で隊司Tし

き安売言。

翻
盤
醗

3
月
櫨
翻
繍

zw懇
軸
抑
制
蛾
繁
一
一

惨車壇S 31'寺248(二七)tjら288

CkJ午後守善幸30分的役員時務襲撃ぞき

b望書芸青 山形県議3:選東スキ←要量

勘定員先着物お(JJ、学3年以よこ〉

診質問小学慾2万5000F号、ゆ学

塗l)，(J二2万9α)()円

b申し込み・塁塁い合わせ往復ハ

i:Jキiご役所、氏名、年書官〈学年入

学校モ号、霊童話擦を昔、資スキ 宇曽義援

の縁者警は身授、定のサイズ書受草建議と

し、 広lW2-5-23若宮包方主主主義三子

スキーワラブ事務鰯6(82J0927へ
議F若者主主持への意義?のヨ望書携しはご主義

窓ください

。濯物事費重量

惨包著書 41'ヨから平認定3空宇31'守主ま

での自5用主義2、4/ド議選8午後守時

30，まから39寺30分(8，ヨf法院長<J
が話量所 主主主嘉予き臨→Jれき学級潤11X~譲

歩重要殿 丹1000F号〈教制緩鎖、ま手2ヨ

ロ1ご分総〉

)>ま霊員 究室霊20主主

総重量総書聖書罷

炉内聖書 若く塁塁裁のE喜本から作E誌の

草壁おのの索後Eませを長選理事

I>E当時 41'ヨズTら121'きまでのE百円

章第守、 3 1'守種差8午後守鴎3O~まから

ミヨ跨3Of)(Bf3I;:!徐<J
第砂場所 芳子吾淡センタ…〈喜謹;工会

豊富子号〉

砂質問 符守伎氾;:g(導堅持後零締J、年
内21Q]!C:分続〉

I>lE葬護 主主毒事20'1'3

炉捕しi旦み・撃事い重量わせ i主語霊ハ
ガキ{こ「頭発籾J 聖堂主主!品 F霊罷総J、僚

主再三氏主語、年齢、 霊童話機をきを畷きと

し、 3月初日〈角〉まで!c:中毒事2607

〈往〉主主主菓子おシJレパ 人材センタ

ー務総匂怨(88)2200へ

議
1>白書寄 3月、 41'ヨO)~軽量護用機8

午後正39寺部分からB9寄初会

1>蓄露詩青 天主i台北滋主義センそ子

炉余費 10説OF号(B随分〉

b露呈義理事 勤務やすいE寝袋、華誌は

かかみの主互い宅の

b申し込み・罪奪い合わせ 声奇霊事宮

(64)2241 

高齢化社妥誌に勾けての議事震と寝

主主怒り、事樹祭老人の分議について

き建議しさま'1.(参加聖堂銀総〉

I>SH事 3月守58C金)9=富喜号号線か

ら午後3号事

参惨事詰所 談後童話合問ff書く総pl苛〉

惨申し込み・問い合わせ 31'ヨ8
臼〈本)，宮司了1こ霊震綴〈了主主会議祉協議

会謂〈誌の153告へ

喜章警察践のだめの手づ〈りおもち

ゃの総務と毒患殺の見殺害管行いきまぜ0

I>SS害 3肉278(火〉午前総務3告

分市民主主幾重主主事機1二重量合

砂場所之漆おお従センタ←

砂定重量 30主主
砂'*'し込み・塁塁い合わtt 31'ヨ2日

銭()l.()とませlこ電重富て?主主会綴微協議

会官(84)1539へ

b総務資格 ii:51'号夜伎で、 30i¥議1j

54(強要さまでの際f甘特許をまたは毒幸運盟

会療を事者し、主義務麹勤務できるお

(性J3jJI法務いさま校ん〉

惨事事幾人民 3名

脅か幾重量内聖書 司王ド士号15∞件の水道事

メ…ターの後針

診を賓室，tS~宜 主語F寺1日i:Jら旬8さま

での108喜重

惨事華溜 湾総郁"10JラF号、重量安芸王手2

IQ](送受験1か局分、冬三主主31.5tJ 

F苦分〉、その怨察・冬用作繁華査を受

給

験総務方法・賂い合わを 際撃事の

義護霊童蓄量奇訪問おお〈本);:まで1こ忍重量

1:我孫子1総4我綴ミ子潟水選議層経草壁

管理議事官(84)号?竹へs 主主豊富8、譲事

接倍以追ってお知ら殺します。

傘F吾~Iiill盤E書滋集会分館帝7-3合5ち

@市民護軍軍事援布佐分童書 89-131守
@市民隠穫量意毒事動邸総意書 87-ωω
@湾民体襲警霊童話7…竹55
@事富裕毅殺事務所 85 竹71
曜量喜善体総務審議総センター 88-0141
@あらさ 器量 88-4188
8つつじ正ま 88…0123
畢主主誕百E軽量産霊童〈浄化槽)87-2379 
〈ゴミ)87-0015(し尿)88-2547

織布後湾近隣センター 89-3740
骨天王翁1~近露草izンタ 82-9ωs
唾諸国1t台市至高校ンタ-88-9927 
事事官銃iil箆t宝ンタ-89 竹93

説輔号車

ei'吾容童話庁本F.f85-1111 
骨つくし密交所 84-総01
唱静湖おお支持時期-082告
@謀議 1t:;定所校予…2111
織布告ままE高野 89-2総g
e教務費量賃金 85-1151
@水道罪事 84-0111
@総務署 84--0119
@少年センター 84-1荻)()
eiil!e撃事百さん叢統一2481
e保書室izンタ… 87ー1131
@務総 会 意 書 84--3311
@や央公民館 82…0515
@nH完盗事量路島ヰ即 1110

事嘩瞳鴎

I>SS寄 3f33臼〈土〉午後fう事事慰

霊電〈入尊重無料・先議200'1'3)
験総書ff ii:5民会務大会議さ詮

事砂演簸 「ピンチからの脱出J

炉問い合わt生 活臣室ゴ仁念宮(82)31

31 

I>SD事 3FlBBC本〉午前切符か

ら夜会F(主主要望50名〉
参加話題滞 米3:台~t近燐センター

惨苦璽重量 rごとl<tて?号室Iまそう、総本

で遊ぼうJ

俳書揮覇軍 長正当111妻妻子氏く総本惨殺〉

砂申し込み・問い合わせ 鎗喜吉で

宇主会漏杖協議会情(84)1539へ

液保事警の手詰意はあります。

砂翼語襲霊 31'守138uわがらお角δ
臼〈悶〉、くF寺襲童図弥富自〉
診察示内容

1とおける主主富顎邸側とついて二復元、事実

聖書〈暴露重要文化器君主主む〉の資料考後気。

砂織い合わt立 官事惨事密室宮〈をわ鐙市〉

常 例34(8!i)出23

ル日i跨 3月刊臼(臼〉午後号事寺30

支まから3隠

併話語高野 湾総E盟著書鶴子告をま分皇官費事1

会議室主

惨テーマ f榔凶器讃塁号を言語~)-' そ

の繋襲撃と室主孫ミ子とのつ滋1:1りー

炉支主軍需 先書室50'1'3

炉開請い合ね校 時i専務室喜〈長長官雲市

草案内El!J117)宮泌34(88)0123
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